
独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第１３回） 議事概要

１．日 時：平成２７年７月２８日（火）１５：３０～１７：００

２．場 所：独立行政法人日本学術振興会 １１階「特別会議室」

３．出席者：西川委員長、京藤委員、小島委員、清水委員、溝口委員

４．事務局：西井総務企画部長、溝口監査室長 他

５．議 事

（１）契約監視委員会（第１２回）議事概要（案）について

（２）「独立行政法人における調達等合理化の取組の推進について」（平成２７年５月２５日

総務大臣決定）について

（３）平成２７年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画（案）について

６．主な議事概要

（１）契約監視委員会（第１２回）議事概要（案）の説明

事務局より資料１について説明があり、委員の了承を得た。

（２）「独立行政法人における調達等合理化の取組の推進について」（平成２７年５月２５日

総務大臣決定）について

 事務局より資料２－１及び２－２について説明があり、主にこれまでの契約監視委員

会の所掌事務との変更点について説明があった。

（３）平成２７年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画（案）について

事務局より資料３－１、３－２及び３－３について説明があり、審議の結果、原案を

一部修正の上了承された。なお、主な審議内容は以下のとおり。

① 調達規模が大きすぎたために一者応札となった製本業務については、科研費の審

査手続き上、分割しての調達はできないとの説明があり了承された。

② 一者応札が増えた要因は、業務の質を高めるため資格要件を限定したことであり、

質を確保しつつ要件を拡大することにより応札者を増やすことができる案件もあっ

たことから、要件の見直しを検討しているとの説明があり了承された。一者応札と

なる主要因が分かれば、それを緩和すれば良いとの意見があった。

③ 本会は一者入札の件数が少なく、評価指標について具体的数値目標を立てにくい

との説明があり了承された。

④ 複数の法人で一括して単価契約を行うことを検討できないかとの意見があったが、

過去に検討した結果、有効な結果が得られる可能性が低く断念したとの説明があり

了承された。

以上



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第１４回） 議事概要

１．日 時：平成２８年４月２１日（木）１１：００～１２：５５

２．場 所：独立行政法人日本学術振興会 １１階「特別会議室」

３．出席者：西川委員長、京藤委員、小島委員、清水委員、溝口委員

４．事務局：樋口総務企画部長、梶原会計課長、小林総務企画部企画官、

梅津監査・評価室長 他

５．議 事

（１）契約監視委員会（第１３回）議事概要について

（２）平成２７年度契約の事後点検について

（３）平成２７年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

６．主な議事概要

（１）契約監視委員会（第１３回）議事概要（案）の説明

事務局より資料１について説明があった。

（２）平成２７年度の振興会の調達全体像及び一者入札・応募状況について

事務局より資料２－１、２－２及び２－３について説明があり、資料２―２の一者

応札になった案件については、それぞれ理由が述べられた。

入札に関して、外部専門委員や CIO 補佐官を活用し、より適切な入札の方法を研究

するようにとの意見があった。システムについても、科研費システムなどについて、

新システムへの移行や改修に関する意見があった。

また、事務局より資料３－１及び３－２について説明があり、２年連続で一者応札

となった事案について、経緯と今後の措置が述べられた。

（３）平成２７年度調達等合理化計画の自己評価の概要・結果について

事務局より資料４－１及び４－２について説明があり、委員より以下のとおり評価

がなされた。

■一者応札・応募改善に係る取り組み：自己評価 B 委員会 B

■事務用消耗品の一般競争入札による経費節減の推進：自己評価 B 委員会 A

■随意契約に関する内部統制の確立：自己評価 B 委員会 B

■不祥事の発生の未然防止・再発防止のための取組：自己評価 B 委員会 B

■適切な予定価格の設定について：自己評価 B 委員会 B

以上



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第１５回） 議事概要

１．日 時：平成２８年６月１４日（火）１４：００～１５：４０

２．場 所：独立行政法人日本学術振興会 １１階「特別会議室」

３．出席者：西川委員長、京藤委員、小島委員、清水委員、溝口委員

４．事務局：樋口総務企画部長、梶原会計課長、小林総務企画部企画官、

梅津監査・評価室長 他

５．議 事

（１）契約監視委員会（第１４回）議事概要（案）について

（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて

（３）平成２７年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

（４）平成２８年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画（案）について

６．主な議事概要

（１）契約監視委員会（第１４回）議事概要（案）の説明

事務局より資料１について説明があり、案のとおり委員らの了承を得た。

（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて

事務局より資料２－１、２－２について説明があり、委員会のコメント、コメント

に対して講ずる措置について承認された。

（３）平成２７年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

事務局より資料３について説明があり、委員会による評価について承認された。

（４）平成２８年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画（案）について

事務局より参考資料および資料４について説明があり、一部修正の上、修正につい

ては、委員長に一任とし、承認された。

以上



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第１６回） 議事概要

１．日 時：平成２９年４月１８日（火）１６：００～１７：３０

２．場 所：独立行政法人日本学術振興会 １１階「特別会議室」

３．出席者：西川委員長、京藤委員、小島委員、清水委員、溝口委員

４．事務局：樋口総務企画部長、梶原会計課長、佐藤総務企画部企画官、梅津監査・評価

室長 他

５．議 事

（１）契約監視委員会（第１５回）議事概要について

（２）平成２８年度契約の事後点検について

（３）平成２８年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

６．主な議事概要

（１）契約監視委員会（第１５回）議事概要について

事務局より資料１について説明があった。

（２）平成２８年度契約の事後点検について

事務局より資料２－１、２－２及び２－３について説明があり、資料２―２の一者

応札になった案件については、それぞれの原因が述べられた。

委員からは、予定価格の作成に際して積算方法を注意するようにとの意見があった。

また、著作権の関係上随意契約が続いているシステムについては、外部有識者を活用

するなどして引き続き長期的な改善策を検討するようにとの意見があった。

また、事務局より資料３について説明があり、２年連続で一者応札となった事案に

ついて、結果的に３年連続で一者応札となった経緯と今後の措置が述べられた。

（３）平成２８年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

事務局より資料４について説明があり、委員会より以下のとおり評定が付与された。 

■一 者 応 札 ・ 応 募 改 善 に 係 る 取 り 組 み：自己評価 B 委員会 B

■契約方法等の見直しによる経費節減の推進：自己評価 B 委員会 A

■随 意 契 約 に 関 す る 内 部 統 制 の 確 立：自己評価 B 委員会 B

■不祥事の発生の未然防止・再発防止のための取組：自己評価 B 委員会 B

■適 切 な 予 定 価 格 の 設 定 に つ い て：自己評価 B 委員会 B

以上



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第１７回） 議事概要 

 

１．日 時：平成２９年６月６日（火）１６：３０～１８：００ 

２．場 所：独立行政法人日本学術振興会 １１階「特別会議室」 

３．出席者：西川委員長、京藤委員、小島委員、清水委員、溝口委員 

４．事務局：樋口総務企画部長、佐藤総務企画部企画官、梅津監査・評価室長 他 

 

５．議 事 

（１）契約監視委員会（第１６回）議事概要について 

（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて 

（３）平成２８年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 

（４）平成２９年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について 

 

６．主な議事概要 

（１）契約監視委員会（第１６回）議事概要について 

   事務局より資料１について説明があり、案のとおり承認された。 

（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて 

事務局より資料２について説明があり、委員会のコメント、コメントに対して講ず

る措置について案のとおり承認された。 

（３）平成２８年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 

事務局より資料３について説明があり、委員会による評価コメントを一部修正の上、

修正については、委員長一任とし、承認された。 

（４）平成２９年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について 

事務局より参考資料および資料４について説明があり、一部修正の上、修正につい

ては、委員長一任とし、承認された。 

 

以上 



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第１８回） 議事概要

１．日 時：平成３０年４月１６日（月）１３：００～１５：００

２．場 所：独立行政法人日本学術振興会 １１階「特別会議室」

３．出席者：西川委員長、京藤委員、小島委員、清水委員、洞田委員

４．事務局：樋口総務部長、梶原会計課長、佐藤総務部企画官、樋口情報企画課長、仲野

監査・研究公正室長 他

５．議 事

（１）契約監視委員会（第１７回）議事概要について

（２）平成２９年度契約の事後点検について

（３）平成２９年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

６．主な議事概要

（１）契約監視委員会（第１７回）議事概要について

事務局より資料１について説明があった。

（２）平成２９年度契約の事後点検について

事務局より資料２－１、２－２及び２－３について説明があり、資料２―２の一者

応札になった案件については、それぞれの原因が述べられた。

委員からは、著作権の関係上随意契約が続いているシステムについて、外部有識者

を活用するなどして長期的な視野に立った改善策を引き続き検討するようにとの意見

があった。

（３）平成２９年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

事務局より資料３について説明があり、委員会より以下のとおり評定が付与された。 

■一 者 応 札 ・ 応 募 改 善 に か か る 取 り 組 み：自己評価 B 委員会 B

■労 働 者 派 遣 契 約 の 調 達 の 改 善 に つ い て：自己評価 B 委員会 B

■契約方法等の見直しによる経費節減の推進：自己評価 B 委員会 A

■随 意 契 約 に 関 す る 内 部 統 制 の 確 立：自己評価 B 委員会 B

■不 祥 事 の 発 生 の 未 然 防 止 の た め の 取 組：自己評価 B 委員会 B

■適 切 な 予 定 価 格 の 設 定 に つ い て：自己評価 B 委員会 B

以上



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第１９回） 議事概要 

 

１．日 時：平成３０年５月２９日（火）１５：３０～１６：５０ 

２．場 所：独立行政法人日本学術振興会 １１階「特別会議室」 

３．出席者：西川委員長、京藤委員、小島委員、清水委員、洞田委員 

４．事務局：樋口総務部長、梶原会計課長、佐藤総務部企画官、樋口情報企画課長、     

仲野監査・研究公正室長 他 

 

５．議 事 

（１）契約監視委員会（第１８回）議事概要について 

（２）平成２９年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 

（３）平成３０年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について 

 

６．主な議事概要 

（１）契約監視委員会（第１８回）議事概要について 

   事務局より資料１について説明があり、案のとおり承認された。 

（２）平成２９年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 

事務局より資料２について説明があり、委員会による評価コメントを一部修正の上、

修正については、委員長一任とし、承認された。 

（３）平成３０年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について 

事務局より資料３および参考資料について説明があり、一部修正の上、修正につい

ては、委員長一任とし、承認された。 

 

以上 



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第２０回） 議事概要

１．日 時：令和元年５月２１日（火）１６：００～１８：００

２．場 所：独立行政法人日本学術振興会 １１階「特別会議室」

３．出席者：小長谷委員長、西島委員、小島委員、清水委員、洞田委員

４．事務局：高木総務部長、河津会計課長、佐々木情報企画課長、瀬川契約・経理室長代理、他

５．議 事

（１）委員長及び委員長代理の選出について

（２）契約監視委員会（第１９回）議事概要について

（３）平成３０年度契約の事後点検について

（４）平成３０年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

（５）その他

６．主な議事概要

（１）委員長及び委員長代理の選出について

契約監視委員会規程第３条第５項に基づき、小長谷委員を委員長、西島委員を委員長代理

に選出した。

（２）契約監視委員会（第１９回）議事概要について

事務局より資料１について説明があった。

（３）平成３０年度契約の事後点検について

事務局より資料２－１、２－２、２－３及び３について説明があった。

資料２―２の一者応札になった案件については、それぞれの理由が述べられ、資料２－３

については、随意契約を締結した理由が述べられた。また、資料３については、２年連続で

一者応札となった理由と今後の措置が述べられた。

委員からは、参加者事前確認公募の取組は大変よいが、周知方法等について工夫が必要で

あるとの意見があった。

また、２年連続の一者応札については、仕様書や調達スケジュール等の改善について引き

続き検討するようにとの意見があった。

（４）平成３０年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

事務局より資料４について説明があり、委員会より以下のとおり評定が付与された。

■一 者 応 札 ・ 応 募 改 善 に か か る 取 り 組 み ：自己評価 B 委員会 A
■労 働 者 派 遣 契 約 の 調 達 の 改 善 に つ い て ：自己評価 B 委員会 B
■契約方法等の見直しによる経費節減の推進 ：自己評価 B 委員会 B
■随 意 契 約 に 関 す る 内 部 統 制 の 確 立：自己評価 B 委員会 B
■不 祥 事 の 発 生 の 未 然 防 止 の た め の 取 組：自己評価 B 委員会 B
■適 切 な 予 定 価 格 の 設 定 に つ い て：自己評価 B 委員会 B

以上



 

独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第２１回） 議事概要 
 
１．日 時：令和元年６月１０日（月）１６：００～１７：００ 
２．場 所：独立行政法人日本学術振興会 １１階「特別会議室」 
３．出席者：小長谷委員長、西島委員、小島委員、清水委員、洞田委員 
４．事務局：高木総務部長、仲野監査・研究公正室長、河津会計課長、佐々木情報企画課長、瀬

川契約・経理室長代理、他 
 

５．議 事 

（１）契約監視委員会（第２０回）議事概要について 
（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて 
（３）平成３０年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 
（４）令和元年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について 
（５）その他 
 
６．主な議事概要 
（１）契約監視委員会（第２０回）議事概要について 
   事務局より資料１について説明があり、案の通り承認された。 
（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて 
   事務局より資料２について説明があり、案の通り承認された。 
（３）平成３０年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 

事務局より資料３について説明があり、委員会による評価コメントを一部修正の上、修正

については、委員長一任とし、承認された。 
（４）令和元年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について 

事務局より資料４について説明があり、一部修正の上、修正については、委員長一任とし、

承認された。 
 

以上 



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第２２回） 議事概要 

１．日 時：令和２年４月２０日（月）～４月２４日（金） 

 【電子会議】 

２．出席者：小長谷委員長、西島委員、小島委員、清水委員、洞田委員 

３．事務局：高木総務部長、河津会計課長、田保橋情報企画課長、瀬川契約・経理室長、 

粒來監査・研究公正室長他 

４．議 事 

（１）委員長及び委員長代理の選出について 

（２）契約監視委員会（第２１回）議事概要について 

（３）令和元年度契約の事後点検について 

（４）令和元年度達等合理化計画の自己評価の点検について 

（５）その他 

５．主な議事概要 

電子的に会議を実施し、以下について審議を行った。 

（１）委員長及び委員長代理の選出について 

契約監視委員会規程第３条第５項に基づき、小長谷委員を委員長、西島委員を委員長

代理に選出した。 

（２）契約監視委員会（第２１回）議事概要について 

案の通り承認された。 

（３）令和元年度契約の事後点検について 

事務局の説明資料により、資料３－１、３－２については一者応札になった案件に係

る理由等が説明され、資料３－３については随意契約を締結した理由等が説明された。

また、資料３－４については、２年連続で一者応札となった理由と今後の措置等が説明

された。 

委員からは、一者応札改善の取組について、引き続き努力が必要である一方で、限界

点や最適化のポイントも考慮する必要があるのではないかとの意見があった。 

また、２年連続の一者応札については、業務の分割、複数年契約の可否等を含め、継

続して検討を行う必要があるとの意見があった。 

（４）令和元年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 

事務局より資料４について説明があり、委員会より以下のとおり評定が付与された。 

■一 者 応 札 ・ 応 募 改 善 に か か る 取 組：自己評価 B 委員会 B
■契約方法等の見直しによる経費節減及び業務の効率化の推進：自己評価 B 委員会 B



 

■随 意 契 約 に 関 す る 内 部 統 制 の 確 立：自己評価 B 委員会 B  
■不 祥 事 の 発 生 の 未 然 防 止 の た め の 取 組 ：自己評価 B 委員会 B 
■適 切 な 予 定 価 格 の 設 定 に つ い て：自己評価 B 委員会 B 

以上 



 
 

 

独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第２３回） 議事概要 
 
１．日 時：令和２年６月４日（木）１０：３０～１１：３０ 
２．場 所：独立行政法人日本学術振興会 ８階セミナー室 A 
３．出席者：小長谷委員長、西島委員、小島委員、清水委員、洞田委員 
４．事務局：高木総務部長、河津会計課長、田保橋情報企画課長、瀬川契約・経理室長、 

粒來監査・研究公正室長他 

５．議 事 

（１）契約監視委員会（第２２回）議事概要について 
（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて 
（３）令和元年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 
（４）令和２年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について 
（５）その他 
 
６．主な議事概要 
（１）契約監視委員会（第２２回）議事概要について 
   事務局より資料１について説明があり、案の通り承認された。 
（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて 
   委員長より資料２について説明があり、案の通り承認された。 
（３）令和元年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 

事務局より資料３について説明があり、案の通り承認された。 
（４）令和２年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について 

事務局より資料４について説明があり、一部修正について後日メールにて案を送付し各委

員から意見を徴したうえで、最後は委員長一任とすることが承認された。 
 

以上 



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第２４回） 議事概要 

１．日 時：令和３年４月２６日（月）～５月７日（金） 

【電子メール会議】 

２．出席者：小長谷委員長、西島委員、小島委員、清水委員、洞田委員 

３．事務局：伊藤総務部長、田上会計課長、田保橋情報企画課長、瀬川契約・経理室長、 

戸部監査・研究公正室長、安原監査係長 

４．議 事 

（１）委員長及び委員長代理の選出について

（２）契約監視委員会（第２３回）議事概要について

（３）令和２年度契約の事後点検について

（４）令和２年度達等合理化計画の自己評価の点検について

（５）その他

５．主な議事概要 

電子的に会議を実施し、以下について審議を行った。 

（１）委員長及び委員長代理の選出について

契約監視委員会規程第３条第５項に基づき、小長谷委員を委員長、西島委員を委員長

代理に選出した。 

（２）契約監視委員会（第２３回）議事概要について

案の通り承認された。

（３）令和２年度契約の事後点検について

事務局の説明資料により、資料３－１、３－２については一者応札になった案件に係

る理由等が説明され、資料３－３については随意契約を締結した理由等が説明された。

また、資料３－４については、２年連続で一者応札となった理由と今後の措置等が説明

された。 

委員からは、一者応札改善の取組について、公告期間を延長するなど努力は評価でき

るが、引き続き仕様書のわかりやすさ等、新規参入のための工夫を考慮する必要がある

との意見があった。 

（４）令和２年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

事務局より資料４について説明があり、委員会より以下のとおり評定が付与された。 

■一 者 応 札 ・ 応 募 改 善 に か か る 取 組：自己評価 B 委員会 A
■契約方法等の見直しによる経費節減及び業務の効率化の推進：自己評価 B 委員会 B
■随 意 契 約 に 関 す る 内 部 統 制 の 確 立：自己評価 B 委員会 B



■不 祥 事 の 発 生 の 未 然 防 止 の た め の 取 組：自己評価 B 委員会Ｂ
■適 切 な 予 定 価 格 の 設 定 に つ い て：自己評価 B 委員会 B

以上 



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第２５回） 議事概要

１．日 時：令和３年５月２７日（木）１３：３０～１４：３０

２．場 所：Web 会議（独立行政法人日本学術振興会 １０階入札室） 

３．出席者：小長谷委員長、西島委員、小島委員、清水委員、洞田委員

４．事務局：伊藤総務部長、田上会計課長、田保橋情報企画課長、瀬川契約・経理室長、

戸部監査・研究公正室長他

５．議 事

（１）契約監視委員会（第２４回）議事概要について

（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて

（３）令和２年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

（４）令和３年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について

（５）その他

６．主な議事概要

（１）契約監視委員会（第２４回）議事概要について

事務局より資料１について説明があり、案の通り承認された。

（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて

委員長より資料２について説明があり、案の通り承認された。

（３）令和２年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

事務局より資料３について説明があり、案の通り承認された。

（４）令和３年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について

事務局より資料４について説明があり、一部修正については委員長一任とすることが承認

された。

以上



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第２６回） 議事概要 

１．日 時：令和４年４月２７日（水）～５月１０日（火） 

 【電子メール会議】 

２．出席者：小長谷委員長、西島委員、小島委員、清水委員、洞田委員 

３．事務局：伊藤総務部長、小林総務課長、岩田会計課長、 

戸部監査・研究公正室長他 

４．議 事 

（１）委員長及び委員長代理の選出について 

（２）契約監視委員会（第２５回）議事概要について 

（３）令和３年度契約の事後点検について 

（４）令和３年度達等合理化計画の自己評価の点検について 

（５）その他 

５．主な議事概要 

電子的に会議を実施し、以下について審議を行った。 

（１）委員長及び委員長代理の選出について 

契約監視委員会規程第３条第５項に基づき、小長谷委員を委員長、西島委員を委員長

代理に選出した。 

（２）契約監視委員会（第２５回）議事概要について 

案の通り承認された。 

（３）令和３年度契約の事後点検について 

事務局の説明資料により、資料３－１、３－２については一者応札になった案件に係

る理由等が説明され、資料３－３については随意契約を締結した理由等が説明された。

また、資料３－４については、２年連続で一者応札となった理由と今後の措置等が説明

された。 

委員からは、一者応札改善の取組について、落札業者以外の業者にアンケートを行う

などの努力は評価できるが、引き続き開札から業務開始までのスケジュールに余裕を

持つ等、新規参入のための工夫を考慮する必要があるとの意見があった。 

（４）令和３年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 

事務局より資料４について説明があり、委員会より以下のとおり評定が付与された。 

■一 者 応 札 ・ 応 募 改 善 に か か る 取 組：自己評価 B 委員会 A
■契約方法等の見直しによる経費節減及び業務の効率化の推進：自己評価 B 委員会 B
■随 意 契 約 に 関 す る 内 部 統 制 の 確 立：自己評価 B 委員会 B



■不 祥 事 の 発 生 の 未 然 防 止 の た め の 取 組 ：自己評価 B 委員会 B
■適 切 な 予 定 価 格 の 設 定 に つ い て：自己評価 B 委員会 B

以上 



独立行政法人日本学術振興会契約監視委員会（第２７回） 議事概要

１．日 時：令和４年５月２３日（月）１０：００～１２：００

２．場 所：Web 会議（独立行政法人日本学術振興会 １０階入札室） 
３．出席者：小長谷委員長、小島委員、清水委員、洞田委員

４．事務局：伊藤総務部長、小林総務課長、岩田会計課長、

戸部監査・研究公正室長他

５．議 事

（１）契約監視委員会（第２６回）議事概要について

（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて

（３）令和３年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

（４）令和４年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について

（５）その他

６．主な議事概要

（１）契約監視委員会（第２６回）議事概要について

事務局より資料１について説明があり、案の通り承認された。

（２）一者応札・応募等事案のフォローアップについて

委員長より資料２について説明があり、案の通り承認された。

（３）令和３年度調達等合理化計画の自己評価の点検について

事務局より資料３について説明があり、案の通り承認された。

（４）令和４年度独立行政法人日本学術振興会調達等合理化計画について

事務局より資料４について説明があり、案の通り承認された。

以上
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